
訓練時間
（Ｈ）

6.0

・PC（受講人数分） ・PC（講師用）

OS：Windows10 OS：Windows10

・プロジェクタ　　・スクリーン　　・ホワイトボード　　・マイク

　利用事業主に用意を求める機器等 　備考

＜演習：例題をとおして学習する＞
・サンプルのデータを活用しながらデータの集計や分析をおこなう
・実務で活用可能な機能を紹介する

　訓練に使用する機器等

　●機器・ソフトウェア（受講者用） 　●機器・ソフトウェア（講師用・その他）

アプリケーション：Microsoft Office Excel2016
　　　　　　　　　　またはMicrosoft Office Excel2019

　●使用するテキスト 　●その他

アプリケーション：Microsoft Office Excel2016
　　　　　　　　　　またはMicrosoft Office Excel2019

よくわかる Excelではじめるデータ分析
関数・グラフ・ピボットテーブルから分析ツールまで
Microsoft Excel 2019／2016対応（FOM出版）

表計算ソフト活用

コースのねらい 効率よく大量のデータを分析するための、表計算ソフトを活用したデータ集計手法を習得する。

「基本項目」 「主な内容」

講
義
内
容

1

（D）データ活用
効率よく分析するためのデータ集計

1.0データ分析と役立つ機能の紹介
原因と結果の関係に注目して売上個数を分析する
アンケート結果を分析する
役立つ機能の紹介

■データ集計に役立つ機能3

カリキュラム作成のポイント

■データ集計 データの視覚化
　準備したデータをもとに可視化の作業を行う
　
　ピボットテーブルを使って集計表
　データの大小・推移・割合
　ヒートマップ
　データの分布　など

2.0

  カリキュラム
機構施設名： 岡山職業能力開発促進センター

実施機関名： 株式会社穴吹カレッジサービス岡山営業所

2 ■データ集計 '関係性について
変数の関係性を視覚化する
変数の関係性を客観的な数値で表す
相関分析の注意点を確認する

3.0

合計時間

302593
フリーテキスト


302593
フリーテキスト



